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開発成果

ブレーキパッド
～焼かずに固めるセラミックス摩擦材～
●…名古屋工業大学…教授　藤　正督　　●…あいち産業科学技術総合センター　中尾俊章
●…公益財団法人科学技術交流財団　冨岡達也　　●…株式会社アドヴィックス　西澤幸男

成果概要

ブレーキパッドの摩擦材には、一般的に樹脂がバインダーとして使われているため、
高温時に樹脂が分解して効き低下の要因となる。そこで、耐熱性が良好な無焼成セラ
ミックスをバインダーとして適用した摩擦材を開発した。これにより、高温時でも効き
を維持することが可能となり、ブレーキ部品の小型・軽量化による自動車の燃費向上
に貢献できる。また「焼かずに」成形するセラミックスであるため、原料選択時の温度
制約が無くなる。従って、さまざまな原料を添加することが可能になり、効きの他に
も静粛性の向上を狙った低弾性化など各種機能を付与することができる。
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●セラミックスが持つ高耐熱性により高温時の制動
でもしっかり効く。
●ブレーキ製品の小型・軽量化を実現し、燃費向
上に貢献

●「無焼成」成形のセラミックスであるため、さまざ
まな原料添加による各種機能の付与や製造におけ
るCO2排出量低減が可能

●製品外寸例……146.6mm×57.0mm×17.5mm
●フェード時の摩擦係数……0.51（600℃）

●高温での効きを維持するための無焼成セラミック
ス原料、及び摩擦調整材の配合比率を調整
●高負荷摩擦に耐え得る強度を確保するための成
形方法を確立

●…お問い合わせ先：

●…特 許 の 有 無：

株式会社アドヴィックス　研究開発部　西澤幸男
e-mail…:yukio_nishizawa@mail.advics.co.jp　電話番号：0566-63-8460　FAX：0566-22-7392
特願2018-065939

ブレーキ製品

無焼成セラミックス摩擦材ブレーキパッド
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焼かずに作るセラミックスのシンクロトロンによる解析と産業応用
～放射光で確固たる特許を取得、世界で使われる材料を愛知から発信～

参画機関

●…名古屋工業大学
●…あいち産業科学技術総合センター
●…公益財団法人科学技術交流財団
●…株式会社アドヴィックス
●…北川工業株式会社
●…株式会社ルナクラフト

研究開発の概要

開発成果一覧

事業化リーダーより

本地域の代表的な産業の一つであるセラミックス製品は、焼成関連工程で製造エネルギーの約 7割を消費し間
接的にCO2を排出している。本研究開発で用いる焼かずにセラミックス製品を作るプロセスは、このエネルギー
消費を抑えることで製造コストとCO2排出の低減が実現し、地域産業の永続に貢献できる。
また無焼成セラミックスは一部製品化されているものの固化メカニズムが未解明なことから実用化例が乏しい。
このメカニズムについてシンクロトロン施設とあいち産業科学技術総合センターの高度分析施設を用いて解明
し、さらに知の拠点あいちを活用した実用化例を示すことで、地域産業への発展応用が可能となる。

●ブレーキパッド
●電子部品用SiCヒートシンク

●無焼成セラミックス3Dプリンター

●…北川工業株式会社　先行開発部　近藤康雄

事業化リーダー 研究リーダー

重点研究プロジェクトに参加して 今後の展開

我々のグループは異業種三社が参画している特徴があ
る。各社が個別のニーズを持ち寄り、無焼成セラミッ
クス技術という大学シーズ技術から、一度に三種類の
アプリケーションが生まれる効率の高さもある。また
知の拠点あいちや大学、科学技術交流財団を介した
異業種交流の促進は、企業にとって技術的な成果だけ
でなく人材育成の面でも有効であると感じた。

無焼成セラミックス技術はエネルギーコストに依存する
焼成プロセスを不要とする。しかしその工程の多くを
従来の窯業プロセスに依存している点で、地域産業を
阻害しない。さらに当成果の実用化には地域産業との
連携が重要となる。
今回の三種類の成果についてそれぞれ応用分野は異な
るが、プロセスの開発や信頼性評価を進め、早いもの
では平成 31 年度の試験販売開始を目指している。さ
らに大学を中心とする連携では、無焼成技術を活かし
た機能性の追及を進め、今後も研究開発を継続した
い。

北川工業株式会社
近藤康雄

名古屋工業大学
藤　正督
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